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有
為
会
の
近
況 

 
 
 
 
 

仙
台
支
部
長 

 

甲 

國
信 

 
 

 

仙
台
興
譲
館
に
４
名
の
新
入
寮
生 

 

昨
年
４
月
に
新
入
寮
生
が
無
か
っ
た
仙
台

興
譲
館
に
、
今
春
４
名
の
新
寮
生
が
入
寮
し

ま
し
た
。
昨
年
５
月
発
行
の
支
部
だ
よ
り
１

１
号
で
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
一
昨
年
、
入

居
１
年
目
に
相
部
屋
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
明
記
し
て
募
集
を
行
な
い
、
不
調
に
終
わ

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
春
の
新
入
寮
生
募

集
は
、
全
室
個
室
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
今

春
３
月
の
卒
業
生
は
１
名
で
し
た
が
、
中
途

退
寮
者
が
相
次
い
で
出
た
た
め
、
３
月
末
の

在
寮
生
は
４
名
ま
で
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
の
寮
生
数
は
、
新
入
生
を
加
え
て
８
名

（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
留
学
中
の
１
名
が
も
ど
れ

ば
９
名
）
で
、
定
員
１
５
名
を
大
幅
に
割
っ

て
い
ま
す
。
寮
生
数
の
減
少
に
よ
る
寮
生
一

人
当
た
り
の
共
通
経
費
の
増
加
を
抑
え
る
た

め
に
、
昨
年
に
続
き
今
年
も
寮
生
会
へ
の
補

助
を
有
為
会
に
申
請
し
、
年
額
９
０
万
円
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
は
補
助
を
申
請
し

な
く
て
済
む
よ
う
に
、
支
部
で
は
２
４
年
以

来
行
っ
て
い
る
置
賜
の
主
な
高
校
に
お
け
る

保
護
者
説
明
会
の
他
に
、
置
賜
の
自
治
体
を

訪
問
し
、
寮
生
募
集
に
協
力
を
要
請
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
寮
生
会
も
保
護

者
説
明
会
に
積
極
的
に
関
わ
る
予
定
で
す
。 

 

仙
台
興
譲
館
改
修 

 

昨
年
暮
れ
の
支
部
理
事
会
で
、
仙
台
興
譲

館
の
居
住
環
境
の
改
善
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

改
善
は
寮
生
募
集
へ
の
応
募
を
増
や
す
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
１
月
３
１
日
に
７
名

の
理
事
が
仙
台
興
譲
館
の
建
物
、
設
備
を
視

察
し
た
の
ち
、
改
修
す
べ
き
箇
所
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。
復
興
事
業
の
仕
事
で
忙
し

い
業
者
に
、
無
理
を
言
っ
て
見
積
も
り
を
も

ら
い
、
新
年
度
の
予
算
要
求
を
行
い
そ
の
結

果
３
４
０
万
円
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。今
回
、

改
修
を
考
え
た
主
な
箇
所
は
、
畳
敷
き
寮
生

室
の
床
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
へ
の
改
装
、
ト
イ

レ
の
改
修
（
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の
設
置
）

な
ど
で
す
が
、最
終
決
定
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

こ
の
他
、
建
物
内
外
壁
の
塗
装
、
空
調
の
設

置
、
蛍
光
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
交
換
な
ど

実
施
し
た
い
箇
所
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

多
額
の
予
算
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、緊
急
度
、

経
費
等
を
考
慮
し
て
、
計
画
的
に
分
割
実
施

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。 

 

有
為
会
へ
の
寄
付
に
つ
い
て 

 

公
益
法
人
で
あ
る
有
為
会
に
寄
付
を
行
う

と
、
税
額
控
除
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
公

益
法
人
移
行
の
際
に
会
か
ら
送
付
さ
れ
た
書

類
や
支
部
だ
よ
り
で
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
寄
付
を
行
う
に
は
、
ま
ず
本
部
事
務

局
に
寄
付
の
申
込
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
多
額
の
寄
付
の
場
合
は
別
と
し
て
、
も

っ
と
気
軽
に
小
額
の
寄
付
が
で
き
る
よ
う
な

米
沢
有
為
会 

仙
台
支
部
だ
よ
り 
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方
法
、
た
と
え
ば
、
ユ
ネ
ス
コ
な
ど
が
行
っ

て
い
る
よ
う
に
、
寄
付
の
依
頼
と
振
り
込
み

用
紙
を
会
か
ら
の
配
布
物
に
同
封
し
て
送
る

こ
と
も
考
え
た
ら
ど
う
か
と
の
提
案
が
、
当

支
部
の
理
事
の
間
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。
う

す
く
広
く
集
め
る
こ
と
の
効
果
は
、
そ
れ
な

り
の
効
果
は
期
待
で
き
る
と
し
て
、
こ
の
提

案
を
本
部
理
事
会
に
伝
え
賛
同
を
得
ま
し
た
。

仙
台
寮
の
改
修
も
、
寄
付
が
あ
れ
ば
実
現
ま

で
の
時
間
は
短
縮
さ
れ
、
範
囲
も
広
が
り
ま

す
。
寄
付
し
や
す
い
方
法
の
す
み
や
か
な
実

施
が
待
た
れ
ま
す
。 

 

支
部
会
員
数
の
動
向 

 

平
成
２
６
年
度
は
入
会
者
が
４
名
あ
っ
た

一
方
、
退
会
者
は
１
４
名
に
上
り
ま
し
た
。

そ
の
大
半
は
、
２
年
度
分
の
会
費
未
納
に
よ

る
会
員
資
格
喪
失
で
、
事
務
局
か
ら
の
納
入

要
請
に
応
答
の
無
か
っ
た
方
で
す
。
新
年
度

に
入
っ
て
、
５
名
の
方
か
ら
入
会
の
申
し
込

み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
減
少
分

を
埋
め
る
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
２
６

年
度
の
会
費
の
納
入
を
う
っ
か
り
お
忘
れ
の

方
は
、
今
年
度
分
と
合
わ
せ
て
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

平
成
２
７
年
度
有
為
会
定
時
総
会
に
つ
い
て 

 

平
成
２
７
年
度
有
為
会
定
時
総
会
は
６
月

２
７
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
米
沢
伝
国
の

杜
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
６
月
に
入
っ

て
か
ら
お
手
元
に
届
く
「
会
報
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

平
成
２
７
年
度
支
部
通
常
総
会
・
講
演
会
・

懇
親
会
の
開
催
に
つ
い
て 

 

今
年
度
の
支
部
総
会
は
来
る
６
月
６
日

（
土
）
に
県
庁
裏
の
仙
台
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
決
算
・
予
算
等
の
例
年

の
議
題
に
加
え
て
、
役
員
改
選
、
支
部
規
則

の
制
定
も
審
議
予
定
で
す
。 

 

総
会
終
了
後
の
講
演
会
は
、米
沢
市
出
身
、

米
沢
興
譲
館
高
校
昭
和
３
７
年
卒
、
仙
台
興

譲
館
の
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
齋
藤 

彰
氏
に

「“

為
せ
ば
成
る
・
・
・”

を
実
践
す
る
喜
び 

—
 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人“

海
の
会”

の
東
日
本

大
震
災
被
災
者
支
援
活
動 

—
 

」
と
の
題
で

お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
齋
藤
氏
は
、
東
北
大

大
学
院
工
学
研
究
科
通
信
工
学
専
攻
修
士
課

程
を
昭
和
４
３
年
修
了
し
、
旭
硝
子
を
経
て

昭
和
４
８
年
ス
イ
ス
の
重
機
械
メ
ー
カ
ー
、

ス
ル
ザ
ー
社
の
日
本
支
社
に
入
社
、
フ
ラ
ン

ス
で
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
訓
練
を
受
け
、
後
に

支
社
長
と
な
る
。
平
成
８
年
に
英
国
機
械
メ

ー
カ
ー
Ｉ
Ｍ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｃ
Ｉ
社
に
入

社
。
日
本
法
人
「
シ
ー
シ
ー
ア
イ
株
式
会
社
」

を
設
立
し
代
表
取
締
役
と
な
り
、
火
力
・
原

子
力
、
天
然
ガ
ス
、
石
油
プ
ラ
ン
ト
用
の
各

種
機
器
の
製
造
、
販
売
、
建
設
関
連
の
仕
事

に
携
わ
る
一
方
、
Ｃ
Ｃ
Ｉ
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
ア
ジ
ア
、
北
米
ア

メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
東
に
お
け
る
販

売
活
動
を
統
括
し,

こ
の
間
４
０
ヵ
国
余
に

お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
き
た
と
い
う

経
歴
の
持
ち
主
で
す
。
２
０
０
８
年
に
Ｃ
Ｃ

Ｉ
を
退
社
し
た
の
ち
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
の
傍
ら
、
念
願
で
あ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
立
ち
上
げ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

仙
台
支
部
年
間
行
事
予
定 

※ 

仙
台
興
譲
館
行
事 

 

※
４
月
５
日
（
日
） 

大
掃
除
・
寮
生
総
会 

■
４
月
１
８
日
（
土
） 

※
新
入
寮
生
歓
迎
会
（
寮
生
会
主
催
）（
会

場
：
仙
台
興
譲
館
） 

■
６
月
６
日
（
土
） 

 

平
成
２
７
年
度
仙
台
支
部
通
常
総
会
（
仙

台
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル2

6
1
-5

7
11

県
庁
裏
） 

・
１
６
時
～
１
７
時 

 

支
部
講
演
会
１
７
時
〜
１
７
時
５
０
分 

講
師 

齋
藤 

彰
氏 

（
講
師
の
経
歴
に

つ
い
て
は
、
こ
の
す
ぐ
上
の
段
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。） 

 

題
「“

為
せ
ば
成
る
・
・
・”

を
実
践
す
る

喜
び 

—
 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人“

海
の
会”

の

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
活
動 

—
 

」 

・
１
８
時
よ
り 

懇
親
会 

 

※
６
～
７
月
前
期
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
行
事 

■
６
月
２
７
日
（
土
） 

平
成
２
７
年
度
米
沢
有
為
会
定
時
総
会

（
会
場
：
米
沢
伝
国
の
杜
）・
懇
親
会
（
会
場
： 

上
杉
記
念
館
） 

■
８
月
５
日(

水) 

夏
の
交
流
会
（
七
夕
前
夜
祭
・
広
瀬
川
原

花
火
鑑
賞
会
）（
会
場
：
仙
台
興
譲
館
屋
上
） 

（
本
行
事
の
案
内
は
、
他
の
支
部
行
事
と
異

な
り
、
電
子
メ
ー
ル
使
用
者
、
過
去
の
参
加

者
、
寮
生
の
父
兄
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
方
で
、
案
内
を
ご
希
望
の

方

は

、

事

務

局

（

T
e
l
/
F
a
x
 

0
2
2
-
2
2
2
-
4
7
9
0
)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。） 

※
９
月
２
７
日
（
日
） 

大
掃
除
・
寮
生
総

会 
 

■
１
０
月
３
日
（
土
） 

秋
の
交
流
会
（
芋
煮
会
）
米
沢
な
ど
他
支 

部
会
員
、
寮
生
父
兄
も
招
待
し
て
（
会
場
： 

寮
近
く
の
牛
越
橋
下
広
瀬
河
畔
） 

※
１
０
月
～
１
１
月 

後
期
リ
ク
レ
ー
シ
ョ 

ン
行
事 

■
１
２
月
１
２
日
（
土
） 

※
忘
年
会
（
寮
生
会
主
催
）（
会
場
：
仙
台
興

譲
館
） 

 

※
１
２
月
下
旬 

第
一
次
入
寮
面
接 

※
１
月
１
４
日
（
木
）
ど
ん
と
祭 

■
１
月
１
６
日
（
土
） 

※
新
年
会
兼
卒
寮
生
歓
送
コ
ン
パ
（
寮
生
会 

主
催
） 

（
会
場
：
仙
台
興
譲
館 

■
１
月
下
旬 

仙
台
支
部
新
年
会
（
場
所
未

定
） 

※
２
月
上
旬 

第
二
次
入
寮
面
接 

※
２
～
３
月 

温
泉
旅
行
又
は
食
事
会 

※
３
月
下
旬 

第
三
次
入
寮
面
接 

※
３
月 

寮
生
総
会 
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■
そ
の
他
の
行
事 

支
部
理
事
会 

時
期
未
定
（
３
回
程
度
） 

仙
台
興
譲
館
だ
よ
り 

 

■
仙
台
興
譲
館
寮
生
名
簿 

 

松
井 

結ゆ
う

大た

（
東
北
福
祉
大
学
教
育
学
部
教

育
学
科
１
） 

［
米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
７
卒
］

米
沢
市
出
身 

 

山
口 

憲
武 

（
東
北
大
学
文
学
部
人
文
社

会
学
科
１
） 

［
米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
７
卒
］

米
沢
市
出
身 

 

大
河
原
和
馬
（
東
北
大
学
経
済
学
部
１
） 

［
米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
７
卒
］ 

米
沢
市
出
身 

 

坂
元 

雄
哉
（
東
北
大
学
歯
学
部
１
） 

［
米

沢
興
譲
館
Ｈ
２
７
卒
］ 

南
陽
市
出
身 

 

荒
井 

洸
毅
（
東
北
学
院
大
学
工
学
部
機
械

知
能
工
学
科
３
） 

［
米
沢
工
Ｈ
２
５
卒
］ 

米
沢
市
出
身 

 

西
京 

毅
た
け
し

（
東
北
大
学
工
学
部
機
械
知
能

学
科
３
） 

［
米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
５
卒
］ 

米

沢
市
出
身 

 

平 

駿
人

は
や
と

（
東
北
大
学
理
学
部
数
学
科
３
）

［
長
井
Ｈ
２
５
卒
］ 

長
井
市
出
身 

 

◎
Ｈ
２
７
年
度
寮
長 

 

島
森 

拓
土
（
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
Ｄ
２
） 

［
米
沢
興
譲
館
Ｈ
１
８
卒
］ 

 

米
沢
市
出
身 

 

菅
野 

将ま
さ

紀き

（
東
北
大
学
経
済
学
部
３
） 

［
米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
５
卒
］ 

米
沢
市
出
身 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
留
学
中 
 

 
■
寮
母 

 

小
野
寺
眞
知
子
さ
ん 

 

■
平
成
２
６
年
度 

卒
寮
舎
生 

 

遠
藤 

季と
し

理み
ち

（
東
北
大
学
経
済
学
部
４
） 

 

［
米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
２
卒
］ 
米
沢
市
出
身 

 

新
入
会
員
紹
介 

 

 

坂
本
温
子
さ
ん 

 

Ｈ
２
７
．
４
．
１ 

入
会
（
賛
助
会
員
） 

 

南
陽
市
椚
塚
在
住
、
寮
生
坂
本
雄
哉
君
の

母 

 

鈴
木
秀
利
さ
ん 

 

Ｈ
２
７
．
４
．
８
入
会
（
正
会
員
） 

 

黒
川
郡
富
谷
町
明
石
台
在
住 

 

 

七
十
七
銀
行
勤
務
、
仙
台
寮
Ｏ
Ｂ 

 

戸
田
一
郎
さ
ん 

 

Ｈ
２
７
．
４
．
１ 

入
会
（
正
会
員
） 

 

高
畠
町
在
住 

 

高
畠
町
観
光
協
会
勤
務
（
事
務
局
長
）、
た

か
は
た
伊
達
の
会
事
務
局
長 

 

松
井
国
彦
さ
ん 

 

Ｈ
２
７
．
４
．
９
入
会
（
正
会
員
） 

 

福
島
市
野
田
町
在
住 

 

整
体
院 

縁 

院
長
、
寮
生
松
井
結
大
君

の
父 

 

 

山
口
武
史
さ
ん 

 

Ｈ
２
７
．
４
．
１ 

入
会
（
正
会
員
） 

 

米
沢
市
成
島
町
在
住 

 

米
沢
郵
便
局
勤
務
、
寮
生
山
口
憲
武
訓
の

父 

          

行 

事 

報 

告 

仙
台
興
譲
館
忘
年
会 

Ｈ
２
６
年
１
２
月
１
３
日
（
土
） 

（
寮
生
会
主
催
）（
会
場
：
仙
台
興
譲
館
） 

 

 

参
加
者 

会
員
７
名
、
寮
生
５
名 

計
１

２
名 

                        

 

原稿募集 

「仙台支部だより」は年に２

～3回発行予定なので、「会員の

コーナー」に是非原稿をお寄せ

下さい。旅行記、随筆、趣味の

ことなどメールでお寄せくださ

い。 

編集者のメールアドレス： 

m_takiguchi47209@mail..go

o.ne.jp 
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仙
台
興
譲
館
新
年
会
兼
卒
寮
生
歓
送
コ
ン
パ 

Ｈ
２
７
年
１
月
１
６
日
（
土
） 

（
寮
生
会
主
催
） 

（
会
場
：
仙
台
興
譲
館
） 

 

参
加
者 

会
員
６
名
、
寮
生
２
名 

計
８

名 

                          

仙
台
支
部
理
事
会 

 

Ｈ
２
６
年
４
月
１
９
日
（
土
） 

 

参
加
者 

７
名 

Ｈ
２
６
年
１
１
月
８
日
（
土
） 

 

参
加
者 

８
名 

Ｈ
２
６
年
１
２
月
２
０
日
（
土
） 

参
加
者 

９
名 

Ｈ
２
７
年
４
月
１
８
日
（
土
） 

参
加
者 

７
名 

                      

寮
の
庭
の
草
々
③ 

ジ
シ
バ
リ 

滝
口
政
彦 

       

去
年
の
５
月
寮
の
自
転
車
置
き
場
で
偶
然

黄
色
い
可
愛
ら
し
い
花
（
写
真
）
を
見
つ
け

ま
し
た
。
キ
ク
科
の
ジ
シ
バ
リ
別
名
イ
ワ
ニ

ガ
ナ
で
あ
る
。
本
当
は
茎
が
地
面
を
張
っ
て

延
び
る
の
で
ヂ
シ
バ
リ（
地
縛
り
）で
あ
る
。

イ
ワ
ニ
ガ
ナ
と
い
う
名
前
か
ら
岩
場
な
ど
乾

燥
し
た
環
境
と
い
う
よ
り
、
日
当
た
り
の
よ

い
砂
利
敷
の
路
傍
な
ど
に
多
い
よ
う
で
す
。

自
転
車
置
き
場
の
道
路
側
で
屋
根
の
下
の
乾

い
た
小
石
の
多
い
場
所
に
群
生
し
て
い
ま
し

た
が
今
年
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

 

ニ
ガ
ナ
の
名
前
は
こ
の
仲
間
は
茎
を
折
る

と
白
い
乳
液
が
出
て
、
な
め
る
と
苦
い
こ
と

に
よ
り
ま
す
。
花
は
黄
色
で
一
見
タ
ン
ポ
ポ

に
も
似
る
が
、
花
弁
の
数
（
花
の
集
ま
り
な

の
で
舌
状
花
と
い
う
）
が
少
な
い
。
こ
れ
よ

り
少
し
花
が
大
き
く
、
葉
も
細
長
い
へ
ら
形

の
オ
オ
ジ
シ
バ
リ
が
あ
り
ま
す
。
オ
オ
ジ
シ

バ
リ
は
近
く
で
は
川
内
の
東
北
大
学
附
属
植

物
園
の
脇
の
草
む
ら
で
見
つ
け
ま
し
た
。
少

し
湿
っ
た
水
田
の
あ
ぜ
道
な
ど
に
多
い
よ
う

で
す
。 

 

こ
の
仲
間
で
海
岸
の
砂
浜
に
は
ハ
マ
ニ
ガ

ナ
が
あ
り
ま
す
。
葉
に
特
徴
が
あ
り
、
不
完

全
な
切
れ
込
み
が
入
っ
て
食
用
の
ミ
ツ
パ
の

葉
の
よ
う
な
感
じ
に
も
見
え
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
津
波
で
海
岸
の
砂
浜
植
物
が

消
え
ま
し
た
が
、
最
初
に
復
活
し
た
の
は
ハ

マ
ニ
ガ
ナ
、
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
、
オ
カ
ヒ
ジ
キ

な
ど
で
し
た
。 

編
集
後
記 

 

昨
年
が
仙
台
興
譲
館
寮
開

設
１
０
０
週
年
で
、
甲
支
部
長
が
支
部
だ
よ

り
１
２
号
で
開
設
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し

て
い
ま
す
。
年
表
を
見
る
と
、
１
９
１
４
年

（
大
正
３
年
）
は
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま

っ
た
年
で
あ
り
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
宝
塚

少
女
歌
劇
団
が
初
公
演
を
行
っ
た
年
で
も
あ

り
ま
す
。
今
気
づ
い
た
の
で
す
が
小
生
の
母

が
生
ま
れ
た
の
が
そ
の
前
の
年
で
現
在
も
米

沢
の
施
設
で
健
在
で
、
え
え
ー
と
思
い
ま
し

た
。
か
こ
つ
け
て
祝
賀
の
行
事
を
持
ち
た
い

と
思
い
ま
す
が
。 

編
集
責
任
者 

 
 
 

滝
口
政
彦 
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